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第 3 章では， 50--250oCの温度に対応する平衡特性をもっ材料を作製することを目的として，既知材
料である CaNi5 合金， LaNi5 合金， ZnMn2 合金をベースに組成多元化した新材料の作製，特性検討を




走査熱量測定 (D S C) を行った。その結果，水素雰囲気でのDSC測定による熱量測定が安定して















(2) 既知材料である CaNi5 合金， LaNi5 合金 ZnMn2 合金をベースに組成多元化した新材料の作製，
特性検討を行い， 50，..... 250oCの温度範囲に対応し，しかも平衡特性に優れた材料を明かにしているo
(3) 反応熱量を直接的に測定することを目的として，水素高圧下で、の示差走査熱量測定 (D S C) を
行い， DSC測定による測定値に妥当性があることを示しているO
(4) 長寿命化を主眼とした水素吸蔵合金の材料化に関する検討を行い，急冷凝固法により水素吸放出
に伴う微粉化が抑制されること，アルカリ土類金属などの添加により合金の回結化が抑制される
ことを明らかにしているO
以上の結果は，熱利用に適した新しい水素吸蔵合金の組成，特性を明らかにするとともに，新しい
調整法の効果及び熱発生の機構を解明し，材料としての応用に関する数多くの知見を明らかにしたも
ので，無機工業化学，電気化学，材料化学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論
文として価値があるものと認めるo
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